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巻頭図版

SX1出土遣物（甕．蓋）



例 己

1 本書は2001 (平成13)年度に農村活性化住環境整備事業（大朝地区）に係って発掘調査を実
かみあさえだ ひろしま やまがた おおあぎ おおあき

施した上朝枝遺跡（広島県山県郡大朝町大字大朝字上朝枝1043番地の1, 1091番地ほか）の発

掘調査報告書である。

2 発掘調査は大朝町・大朝町教育委員会との委託契約により，財団法人広島県埋蔵文化財調査

センターが実施した。

3 発掘調査は，新井真吾，濱岡才二が担当した。

4 出土遺物の整理・復元・実測・図面の整理・写真撮影は新井，濱岡が行った。

5 本書は，新井が執筆・編集した。

6 本書に使用した遺構の表示記号は次のとおりである。

SB:建物跡

SK:土坑

SX:性格不明の遺構

P :柱穴

7 石材の鑑定は，考古地質学研究所柴田喜太郎氏の肉眼観察による。

8 出土遺物の断面は，金属製品と石製品は斜線，陶磁器はアミ目，ほかの土器は白ヌキである。

9 挿図の遺物番号と，図版の遺物番号は同一である。

10第1図は，国土交通省国土地理院発行の1 :25,000の地形図（生田・八重．大朝．志路原）

を使用した。

11本書で使用した方位は，平面直角座標第Ⅲ座標系北である。
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I はじめに

大朝町では，住環境の整備による定住化の促進及び農業基盤整備による地域の活性化を図るた

め，農村活性化住環境整備事業が推進されてきた。上朝枝遺跡の発掘調査は， この農村活性化住

環境整備事業（大朝地区）に伴うものである。なお，農村活性化住環境整備事業（新庄地区）に

伴って, 1997(平成9）年度には径苦尭･建蓉遺跡('), 1998年度には濃遺跡蝿)の発掘調査が行わ
れている。

農村活性化住環境整備事業（大朝地区）の実施にあたり，大朝町は1998年8月，当該事業地内

の文化財等の有無及びその取扱いについて，大朝町教育委員会（以下「町教委」という。）に協

議した。町教委はこれを受けて事業予定地内の試掘調査を実施し，上朝枝遺跡を確認した旨を大

朝町へ回答した。この遺跡の取扱いについて，広島県教育委員会（以下「県教委」という。 ） ・

町教委と大朝町で協議した結果，現状保存は困難であるため発掘調査を実施することとなり，大

朝町は2001年3月5日付けで，文化財保護法第57条の3第1項に基づく埋蔵文化財発掘の通知を

県教委教育長あて通知した。この通知を受けて県教委は，発掘調査が必要である旨を大朝町へ通

知した。

大朝町と町教委は上朝枝遺跡の発掘調査について，財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

(以下「センター」という。）に依頼した。これを受けてセンターは, 2001年4月18日付けで県教

委教育長あてに埋蔵文化財発掘調査の届出を提出し，同年5月28日から8月30日までの約3カ月

間，発掘調査を実施した。

8月5日にはセンターと町教委との共催により発掘調査現地において遺跡見学会を開催し，約

70名の参加があった。また，発掘調査期間中には大朝中学校の生徒の見学なども行われた。

本報告書は，以上のような経緯で実施した上朝枝遺跡の発掘調査の成果をまとめたものである。

今後，埋蔵文化財の研究資料として， また， この地域の歴史を明かにしてゆく一助として寄与で

きれば幸いである。

なお，発掘調査の経費は，農林省（現農林水産省）構造改善局と文化庁長官の覚書「文化財保

護法の一部改正に関する覚書」 5項に基づき，大朝町が事業者負担分90％を，文化庁からの補助

金を受けた町教委が10％を負担した。

発掘調査にあたっては，大朝町建設課，大朝町教育委員会並びに地元の方々に多大な御協力を

いただいた。記して深く感謝いたします。

註

(1)

(2)

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター 「住吉免・足谷」 1998年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター 「城遺跡発掘調査報告書」 1999年
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Ⅱ位置と環境

上朝枝遺跡が所在する大朝町は，広島県の北西部に位置し，瀬戸内海沿岸の広島市までは約59

km(直線距離約42km), 日本海沿岸の島根県浜田市までは約58km(直線距離約38km)である。東

西約15km,南北約3～11kmのやや細長い町域は，東側を美土里町，西側を芸北町，南側を豊平町

と千代田町，北側を島根県瑞穂町と接している。

町内には上記の浜田市へ通じる石見浜田路（現主要地方道浜田八重可部線） と，島根県江津市

および大田市へ通じる石見銀山路（現国道261号線）の分岐点があり，古くから山陰と山陽を結

ぶ交通の要所として栄えてきた。

町面積の約8割は山林であって主要な産業は農林業であるが，工業団地の造成による企業誘致

のほか，豊かな自然を生かした観光産業など新たな分野にも広がりつつある。平成3年に開通し

た中国横断自動車道（広島浜田道） とそれに伴う大朝インターチェンジの設置は交通の拠点とな

り，温泉など町内の施設・文化イベントを訪れる人は多い。

地形的に見ると，町内には大朝盆地・新庄盆地を中心とする沖積地が広がり，周辺部には比高
かんびき き じ め かけ

100m前後の低丘陵が連なり，その背後には標高825.8mの寒曳山のほか，錐子の目山・加計山・
たたみ えの

畳山などの急峻な山がそびえている。町域の中央を横断して流れる可愛川は，三次市などを経
ごう

て日本海に注ぐ江の川支流であり，広域な人・物の往来，そして文化交流の一端を担ってきた。

以下，発掘調査された大朝町内の遺跡を中心に，時代を追って概述していく。

旧石器時代

国道261号線改良工事に伴って発掘調査が行われた鬼崇寺遺跡''が,町内では最古の遺跡であ

る。遺跡は沖積地に面した低丘陵上に立地し，約21,000～22,000年前の姶良Tn火山灰層の直下

から，安山岩製のナイフ形石器・スクレイパーを中心とする石器群が検出されている。

縄文時代

千代田町との町境付近に所在する荷鮎遺跡2'では,早期から後期までの連続した土器型式が

確認されているが，町内に遺構の検出例はない。早期の押型文士器の散布地が多く，遺跡の立地

は旧石器時代と同様である｡北に接する島根県瑞穂町の窮虹遺跡‘'では早期の竪穴住居跡が，
同町の蕊蕗椿遺跡'''では早期から晩期の竪穴住居跡が検出されている。

弥生時代

集落跡を中心に，遺跡数．規模ともに縄文時代より増加する。立地は，低丘陵上から沖積地の

縁辺部や，なだらかな丘陵斜面上に移行する傾向がある。

前期の遺跡としては竪穴住居跡,軒.貯蔵穴などの土坑を検出した蓋路遺跡崎'があり，木葉文
を施した土器や，底部に籾の圧痕が残る土器が出土している。また，台石・メノウの剥片多数・

前期土器が出土した2基の土坑は，石器工房跡と考えられている。ほかに，竪穴住居跡6軒・貯
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第1図周辺遺跡分布図（1 ；25,000）
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おか だん

蔵穴9基が検出された岡の段A地点遺跡(6),竪穴住居跡3軒・貯蔵穴32基が検出された岡の段C
すみよしめん

地点遺跡",前期の土器が出土した住吉免遺跡.楚蓉遺跡'剛などがある。

中期の遺跡では，岡の段A地点遺跡と地宗寺遺跡があげられる。岡の段A地点遺跡で検出され

た竪穴住居跡2軒のうち1軒は，広島県北部の弥生時代中期の指標となる「塩町式土器」を伴っ

ている。同様に，地宗寺遺跡で検出された竪穴住居跡1軒でも「塩町式土器」が出土している。

後期の遺跡には,岡の段A地点遺跡,岡の段B地点遺跡'，'， 岡の段C地点遺跡や移殖遺跡伽，

などがある。これらの遺跡では何れも竪穴住居跡が検出され，岡の段A地点遺跡を除く3遺跡で

は土器蓋土坑墓も検出されている。

なお，墳墓群としては，前期の土坑墓・木棺墓を99基検出した岡の段C地点遺跡，後期の箱式

石棺墓2基と土坑墓4基を検出した赤城跡'mなどがある｡

古墳時代

遺跡数は弥生時代より飛躍的に増加するが，集落跡の報告例は少なく，径10m程度の円墳で横

穴式石室を主体部とする後期古墳が多くを占める。これらの古墳は数基単位で古墳群を形成し，

同一の丘陵上もしくは付近の尾根上に位置しているものが多い。後期古墳の中には，一辺約10m
すぎのたおおうけつ みやざこ

の方墳と推定される龍岩古墳'2も存在する｡また,後期の特異な墓制として杉ﾉ峠横穴(宮迫横

穴)I!鋤も知られており，横穴墓が多く存在する山陰地域との関わりが窺える。

集落跡としては，後期の竪穴住居跡4軒を検出した岡の段B地点遺跡，前半期の竪穴住居跡1

軒，後半期の竪穴住居跡12軒・掘立柱建物跡4棟・勾玉形土製品や鏡形土製品が出土した祭祀遺

構などを検出した岡の段C地点遺跡などがある。

古代

この時代の調査例は少ないが，杉ケ迫遺跡や岡の段C地点遺跡では奈良時代の竪穴住居跡が，

住吉免遺跡や岡の段B地点遺跡では平安時代とみられる掘立柱建物跡が検出されている。住吉免

遺跡からは「吊」の墨書が底部外面に施された須恵器の杯が出土し，死者を弔う意味で用いられ

たと考えられる。

中世
す．るがまる おく~ら

承久3年（1221）の承久の乱後，吉川氏の安芸入部とその後の隆盛に伴い，駿河丸城跡，小倉
やま ひのやま

山城跡や日野山城跡など同氏の拠点となった山城跡をはじめ， 日野山城の出城と考えられる赤城

跡や同氏の菩提寺であった西禅寺跡など，小規模な山城跡や寺院跡などが数多く確認されている。

中世の遺跡で調査が行われたものは少ないが，杉ケ迫遺跡や岡の段A地点遺跡では士坑墓を各1

基検出し，足谷遺跡では中国製の白磁が出土している。ほかに，小倉山城跡岫では「本丸」郭群

を中心に調査が行われ，掘立柱建物跡・礎石建物跡・土塁などが，赤城跡では土塁などが確認さ

れている。

近世

この時代には中国山地で盛んに「たたら製鉄」が行われており，町内においても多くの製鉄遺
もんぜん

跡が存在する｡門前製鉄遺跡鯛と菫董遺跡"では, ともに大鍛冶場の調査が行われている。寒曳
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山の南西裾部に位置する門前製鉄遺跡では，造成された平坦面に築かれた6基の大鍛冶炉が検出

され， これより南約30mには大鍛冶の操業者と直接関係があると考えられる古墓が確認された。

筏津地区の黒尊遺跡でも2基の大鍛冶炉が検出されている。
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Ⅲ調査の概要

上朝枝遺跡は，北から南に延びる低丘陵の先端部分に立地し，緩やかな南西斜面上にある。遺

跡の南には江の川支流の可愛川によって形成された河岸段丘が広がり，西には低丘陵に沿って谷

が通る。これら遺跡周辺の河岸段丘および谷は水田地帯となっているが，遺跡付近は低丘陵であ

るため，現状は畑地として利用されている。

遺跡の標高は410～413m程度で，北西約2.4kmには標高825.8mの寒曳山を，南約3.1kmには標高

752.4mの加計山を望む。また，遺跡の南約0.2kmを西から東に流れる可愛川との比高は約15～20
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mである。

調査範囲は，農村活性化住環境整備事業（大朝地区）により道路となる部分や削平され消滅す

る部分が対象となったため，細長く不規則な形である。これを便宜上, A～D区（第3図参照）

と呼称した。

調査はまず，各調査区にトレンチを設定し，土層堆積状況および遺構面の確認を行った。調査

区内の基本的層序は地表から順に，耕作士や床士を含む灰褐色粘質土層，黒ボクと呼ばれる黒褐

色粘質土層，黄褐色粘質士層であった。遺構は黄褐色粘質土層面で検出でき， この面までは地表

から約40～180cmである。灰褐色粘質土層は約40～60cmと調査区内でほぼ均一であり，遺構検出

面までの深さは黒褐色粘質土層の堆積状況に左右される。A調査区の北端と南端, B調査区の北

端と南端では，後世の削平が著しく，灰褐色粘質土層の下が黄褐色粘質土層で，黒褐色粘質土層

が確認されなかった。逆に,AおよびB調査区の中央と, C調査区の中央から南端にかけては，

黒褐色粘質土が非常に厚く堆積していた。

その後，遺構検出面直上までの灰褐色粘質土層，黒褐色粘質土層を重機によって掘り下げ，遺

構の検出作業は人力によって行った。

とと
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検出した遺構は，竪穴住居跡1軒(SB1),掘立柱建物跡1棟(SB2),土坑19基(SK1

～19)，性格不明の遺構5基(SX1～5),柱穴なと翻である。SB1の時期は弥生時代後期後半

ごろと考えられるが，ほかの遺構は時期が不明確なものが多い。

出土した遺物は，土器（縄文土器・弥生土器・陶磁器)，土製品（勾玉)，金属製品（用途不明

の鉄器)，石製品（黒曜石の剥片・玉髄の剥片・砥石)，その他（軽石）である。縄文土器は早期

および前期の押型文士器，弥生土器は主にSX1 ． 2から出土した前期後半の壷・蕊・蓋，主に

SB1から出土した後期後半の甕・器台脚部などであるo SB1付近から，後期後半の弥生土器

の甕が出土しているが， これは土器蓋土坑墓の可能性がある。なお，籾の圧痕が残る弥生土器片

が, SB1と調査区内で見つかっている。

表1 検出遺構一覧

－8－

遺構
番号

種別 平面形 規模 時期 出土遺物 備考

SBl 竪穴住居跡 円形，直径6.1m
弥生時代後期
後半

弥生土器（前期後半の蕊・後期後半の
喪・器台脚部)，土製勾玉，籾の圧痕
が残る土器片，用途不明の鉄器

住居の拡張， 4
本柱→6本柱，
中央に炉跡

〃 2 掘立柱建物跡
柱穴6の2間×1間，桁行
3.0m・梁行2.3m

不明 なし
桁行方向
N19｡W

SKl 土 坑
楕円形，長軸1.1m･短軸
0.93m

弥生時代前期？ 弥生土器片（前期？）

〃 2 〃 円形，直径0.89m 弥生時代前期？ 弥生土器片

〃 3 〃 円形 直径1 17m 不明 なし 埋桶の痕跡

〃 4 〃 円形 直径1 15m 鮒 生時代ii i期？ 弥生土器片（前期）

〃 5 〃 円形 直径1 18m 鮒 生時代H i)W
I

弥生土器片（前期）

〃 6 〃 円形 直径1 04m 鮒 生時代＃ ｢期
I

なし

〃 7

〃 8

〃

〃

隅丸方形， 1 16×1.13m

隅丸長方形, 1.33×1.06m

鮒
一
鮒

生時代1i ilW

生時代前1卿

I

I

純文土器（早期の押型文土器)，弥生
器（前期の壷？ ・艶)，玉髄の剥片

SK7 ． 8重複，
SK7が新

〃 9 〃 不整形， 1.25×1.05m 不明 なし

" 10 〃 円形，直径0.85m 不明 弥生土器片

" 11 〃 隅丸長方形, 1.62×1.11m 弥生時代前期？ 帥 生土器片（前期）

" 12 〃 隅丸長方形， 1.31×0.87m 鮒 生時代前期？ ﾘｶ 生土器片（前期？）

" 13 〃 隅丸長方形, 1.50×1.27m 捌 生時代前期？ 効 生土器片（前期？）

〃 14 〃 隅丸長方形, 1.45×1.07m 勅 生時代前期？ ﾘｶ 生土器片

" 15 〃 隅丸長方形，長さ1.63m 弥生時代前期？ なし
SX4と重複，
SK15が古

〃 16 〃
隅丸方形または隅丸長方形
と推定, 1.05×？、

不明 なし

" 17 〃 隅丸長方形, 0.98×0.81m 不明 なし

" 18 〃 円形，直径0.95m 不明 弥生土器片，輸入陶磁器（白磁片）

" 19 〃 隅丸方形, 1.05×0.96m 弥生時代前期？ 弥生土器（前期の蕊）

SX1 性格不明の遺構 不整形． 4.6×？、 弥生時代前期？
縄文土器（前期の土器片)，弥生土器
(前期後半の壷・翌・蓋)，黒曜石の剥
Ｌ
Ｇ
Ｉｊ

〃 2 〃 不整形． 5.0×？、 弥生時代前期？ 弥生土器（前期後半の蕊)，玉髄の剥片

〃 3 〃 不整隅丸方形， 2.35×？、 不明 備前焼（描鉢)，小礫多数

〃 4 〃 不整長楕円形, 3.1×1.4m 不明 弥生土器片，砥石，小礫多数
SK15と重複，
SX4が新

〃 5 〃
不整隅丸長方形， 2．4×1.5
、

不明 弥生土器片

｢A区出土の甕」
土器蓋土坑墓状に土器出土，
長さ59cm･幅24cm

弥生時代後期
後半

弥生土器（後期後半の蕊） 二蹄識土坑勤､？
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Ⅳ遺構と遺物

(1)竪穴住居跡

SB1 (第5図，図版3)

A調査区とC調査区の交点付近に位置している。住居跡の西側一部が調査区外となっているた

め全容は明らかではないが，平面形は直径約6. 1mの円形と推定される。壁高は，住居跡の北側

がllcm,東側が16cm,南側が6cmで，遺存状況は悪い。住居跡の中央には平面形が楕円形の炉跡

が検出され，規模は長軸97cm,短軸は推定77cm,深さ18cmである。また，南側の床面一部には貼

床の痕跡が認められた。北側を除いて二重にめぐる壁溝，主柱穴の配置や土層観察などから， 4

、>
、

11 P4PP44

で

｡｡

~＆

９
池
９
池

街
垣
ｌ
州
１
７

矛
抓

街
垣
ｌ
州
１
７

密
1111

~＆〈P6P6

査区外調

で

A'
414.00

、

黒褐色粘質土十黄褐色粘質土土層説明

l .灰褐色粘質土

2．灰褐色粘質土（黒褐色粘質土を多く含む）

3．黒褐色粘質士

4．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土をやや含む）

5．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土を少し含む）
6．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土を多く含む）

●
●
●
■
●
Ｇ
●

７
８
９
川
Ⅲ
廻
旧

黒褐色粘質土（麓褐色粘質土ブロックを含む）
黒褐色粘質土（黄褐色粘質土ブロックを多く含む）

黒褐色粘質士（諭褐色粘質土ブロックを少し含む）

黒褐色粘質土（黄褐色粘質土を含む）

黒褐色粘質土（茂褐色粘質土と炭化材を少し含む）

貼床部分：黒褐色粘蘭土ブロック＋澱褐色粘衝土ブロック
0 2m
岸一一r→一一一一一一一一一l

： 60） （アミ目は貼床部分を示す｡)
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本柱の住居から6本柱の住居に建て替え，規模を拡張したものと考えられる。各主柱穴の径・深

さは, P1が45～50cm・41cm, P2が36～47cm･48cm,P3が35～43cm・48cm, P4が32～38cm･

68cm, P5が38～39cm・66cm, P6が30～37cm･63cmである。北側で住居跡を切って存在する士

坑状の落ち込みは，木根などによる撹乱の可能性が高い。

出土遺物は少量であるが，前期の弥生土器（甕)，後期の弥生土器（甕・器台)，土製品（勾玉)，

金属製品（用途不明の鉄器）のほか，籾の圧痕が残る土器片などが見つかっている。前期の弥生

土器の甕10． 11は埋土中から出土し，その状況から流れ込みの可能性が高いと思われる。後期の

弥生土器のうち，甕1は東側壁溝内から，甕2 ． 4は床面上から出土した。但し，甕2は一部が

住居跡内から出土し，大半は住居跡の近辺から見つかっている。甕5 ． 6は同一個体と思われる

が，甕5は主柱穴P1の埋土中から，喪6は床面上から出土した。器台9,土製勾玉12,籾圧痕

が残る土器片13,用途不明の鉄器14は埋土中からの出土であるが，甕3 ． 7，底部8は撹乱を受

けた土坑状の落ち込みの埋土中から見つかったものである。

遺物の出土状況は良くないが，壁溝内や床面上から出土した遺物，住居跡の形態などから判断

し，住居跡の時期は弥生時代後期後半ごろと考えられる。

SB1出土遺物（第6図，図版12･ 14･15)

l～11 ． 13は弥生土器， 12は土製勾玉, 14は用途不明の鉄器である。

1は甕の口縁部～頚部片で，復元口径は18.lcmである。頚部はくの字状に強く屈曲し，外湾し

ながら立ち上がる複合口縁で，口縁端部はやや丸く厚みがある。色調は，内面が黄褐色，外面が

燈褐色で，外面の一部に煤が付着している。外面の頚部以下には櫛歯状工具による刺突文を施し，

内面の頚部以下はヘラケズリ，その他はヨコナデ調整である。 2は甕の口縁部～頸部片で，口径

は14.5cmである。頚部はくの字状に屈曲して短く延び，やや外湾しながら立ち上がる複合口縁で，

先細りの口縁端部はやや丸みがある。内面の頚部以下はヘラケズリ，その他はヨコナデ調整であ

る。内外面とも色調は黄褐色で，外面の一部に煤が付着している。 3は甕の口縁部～頚部片で，

頚部はくの字状に屈曲し，ほぼ直立して短く延びる複合口縁で，口縁端部は丸みがある。口縁部

と頚部以下の外面には，櫛歯状工具による波状文がわずかに残る。内面の頚部以下はヘラケズリ，

その他の調整は不明である。色調は内外面とも淡黄褐色である。 4は甕の頚部片であるが，複合

口縁と考えられる。 〈の字状に屈曲し，外面にはへう状工具による刺突文を施す。内面の頚部下

半はヘラケズリ，その他はナデ調整である。色調は，内面が暗褐色，外面が榿褐色である。 5 ．

6 ． 7は蕊の口縁部～頚部片である。 5 ． 6は頚部がくの字状に強く屈曲して短く延び，外湾気

味に短く立ち上がる複合口縁で，口縁端部はやや丸く厚みがある。内面の頚部以下の調整は不明

であるが，その他はヨコナデ調整である。色調は内外面とも褐色で，外面には煤が付着する｡ 7

は頚部で強く屈曲して短く延び，外開きに直立する複合口縁で，口縁端部はやや平坦である。内

面は縦位を主体とするナデ調整，外面はヨコナデ調整である。色調は内外面とも淡黄褐色で，外

面には口縁部を中心に煤が付着する。 8は底部片で，底径2.0cmである。底面は雑なナデ調整，
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その他の外面はナデ調整，内面はヘラケズリ調整である。色調は，内面が黄褐色，外面が暗黄褐

色で，外面には煤が付着する。 9は器台の筒部～脚部片である。筒部から段をもって緩やかに脚

部は開くが，端部は欠失している。脚部には4～5単位の擬凹線文を施し，筒部の内外面はナデ

調整，脚部の内面は縦位を主体とするヘラケズリ調整である。色調は内外面とも淡黄褐色である。

外面には顔料が塗布してあった痕跡がわずかに残り，ベンガラかと思われる。 10は甕の胴部片と

考えられる。 2列に施された刺突文の上下に2条単位の沈線が5条と2条残り,本来は沈線と刺

突文を組み合わせた文様を施していたと思われ，沈線は半裁竹管による可能性も考えられる。色

調は，内面が淡褐色，外面が淡黄褐色である。 11は甕の口縁部～胴部上半片で， 2条単位で6条

の沈線があり，その下位には同一工具による刺突文が施されている。工具は10と同じく半裁竹管

の可能性もある。内外面とも調整は不明であるが，ヘラミガキ調整の可能性が高い。色調は，内

面が黄褐色，外面が暗黄褐色で，外面の一部には煤が付着する。 12の土製勾玉は，長さ3.1cm,

一一一
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第6図 SBl出土遺物実測図(12は2 : 3,その他はl : 3)
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幅1.7cmである。頭部には両側から穿孔が行われ，腹面には指頭ナデによる平坦面がある。摩滅

して不明瞭ながら全体がナデ調整で，色調は淡褐色である。 13は7.0mm×3.5mmの籾の圧痕が残る

土器片である。色調は内外面とも黄褐色であるが，外面はやや榿味を帯びる。籾殻の外形が良く

残り，脈も鮮明に確認できる。土器形成時の粘土中に籾が混入し，乾燥もしくは焼成時に，籾の

混入部の土器表面が剥離したものと思われる。 14は用途不明の鉄器であり，未製品の可能性もあ

る。五角形状を呈し, 4.9cm×4.5cm,厚さ3～5mm,重さ29gである。出土状況などから住居跡

に伴うと考えられる。なお，住居跡からは5.6cm×3.4cm,厚さ1.1cm,重さ24gのスラグも出土し

ている。

｜ ｜

◎P’が
’

(2)掘立柱建物跡

SB2 (第7図，図版3)

A調査区の中央に位置している。

建物跡の規模は2間×1間で，桁

行3.0m,梁行2.3mである。桁行

の方向はN19｡Wを向く。各柱穴

の平面形は円形ないし不整円形で，

径・深さは, P1が28～33cm・ 18

cm, P2が26～28cm･26cm,P3

が26～32cm・28cm, P4が32～34

cm･29cm,P5が35～37cm･21cm,

P6が30～32cm･19cmである。ま

た，各柱穴の埋士は，いずれも黒

褐色粘質土であった。

遺物は出土しておらず，建物跡

の時期は不明である。

◎
P5

d'

望‘、
P3

ロ
ロ
ー
、
一
奇

。

’ ’

土層説明

l .黒褐色粘質土

－413．00

0 2m
…－

第7図SB2実測図(1 :60)

(3)士坑

検出した土坑は19基(SK1～19)検出した土坑は19基(SK1～19)である。 SK3 ． 6 ･ 9 ･ 15～17を除く土坑で弥生土器片

が出土している。そのうち，前期もしくは前期と思われる土器片の割合が高い。土坑を平面形で

大別すれば，円形または楕円形のもの8基，隅丸方形または隅丸長方形のもの10基，不整形なも

の1基である。

円形または楕円形の土坑はSK1～6 ･ 10． 18である。そのうち, SKl ． 2 ･ 4～6はA調

査区の北側で検出され，貯蔵穴群の可能性が考えられる。また，同じくA調査区の北側で検出さ

れたSK3では，埋桶の痕跡が確認された。

隅丸方形の士坑はSK7 ･ 19,隅丸長方形の土坑はSK8 ･ 11～15･ 17で, SK16は調査区外

-13-



に延びるため，隅丸方形または隅丸長方形と

推定される。性格は不明なものが多いが, S

K11 ･ 12･ 14･ 15は形態などから士坑墓とし

て捉えることもできる。

平面形が不整なものはSK9の1基であり，

木根などによる撹乱を受けていると思われる。

’’
’

1 戸o
l5

釘0／
15

－一

00
ロ
四
・
碗
一
マ

’’
土層説明

l .灰褐色粘質士

2．灰褐色粘質土

SK1 (第8図，図版4)

A調査区の北側に位置している。平面形は

楕円形に近く，規模は長軸l.1m,短軸0.93
1m

｣ m,深さ44cmである。底面は比較的平坦で，

壁面近くはやや丸味をもって上がる。埋士は

主に灰褐色粘質土であり，壁面近くの埋士は

黄褐色粘質土を含む。遺物は弥生土器片が底

面近くから出土しているが， このうち図示で

きるものは底部片1点である。性格は特定で

きないが，貯蔵穴の可能性もある。以下, S

K2 ． 4 ･ 5 ･ 6についても，貯蔵穴の可能

性について同様のことが言える。

一

－413．80
一

2

第8図SKl実測図(1 :40)

’

湧恥
’

’

○
ｍ
・
函
一
マ

’’
－土層説明

，1 ．黒褐色粘質土

－413．80

SK1出土遺物（第9図）

15は弥生土器の底部片であり，前期の可能

性が高い。焼成は良好

であるが，摩滅のため

。

調整は不明である。色

調は，内面が黄褐色，

外面が燈褐色である。

なお，同一個体と考え
0 5cm
一

られる土器片が，ほか

にも底面付近から出土第9図 SKl出土
遺物実測図（ 1 ： 3）

している。

0 1m
ト戸一一

第10図 SK2実測図(1 :40)

’､’ 調査区外

耐ー

’

－

を
ロ
垣
・
画
一
マ

’’
－土層説明－413．60

1 ．灰褐色粘質土

2．灰褐色粘質士

SK2 (第10図，図版4)

A調査区の北側に位置している。平面形は

円形で，規模は径0.89m,深さ52cmであり，

0 1m

ー一

第11図SK3実測図(1 :40)
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本遺跡で検出した士坑の中では小規模である。底面は比較的平坦で，北東側の壁面はやや内傾し

ている。埋土は灰褐色粘質士と黄褐色粘質土ブロックを含む黒褐色粘質土である。遺物は弥生土

器片が埋土中から出土しているが，細片のため図示できなかった。

SK3 (第11図図版4)

A調査区の北側に位置している。平面形は円形で，規模は径1.17m,深さ47cmである。埋土は，

中央が灰褐色粘質士で，周囲が黄褐色粘質土ブロックを含む灰褐色粘質土である。中央の灰褐色

粘質土の部分は埋桶の痕跡であり，桶は径87cm程度であったと推定される。遺物は出土しておら

ず，遺構の時期は明確でないが，近世ごろかと思われる。

’

恋恥
SK4 (第12図，図版4)

A調査区の北側に位置している。平面

形は円形で，規模は径1.15m,深さ61cm

である。底面は平坦で，埋土は黄褐色粘

質土ブロックを含む灰褐色粘質土である。

遺物は埋土中から弥生土器片が出土した。

そのうちには，ヘラミガキ調整の外面に，

ヘラ描き沈線を2条めぐらせた前期の土

器片がある。

－

ロ
園
◇
ぬ
一
で

’

土層説明

l .灰褐色粘質土

－413．20

1

0 1m
ー一

：40）

SK5 (第13図図版4)

A調査区の北側に位置している。平面

形は円形で，規模は径1.18m,深さ68cm

である。底面は平坦で，埋土は黄褐色粘

質土ブロックを含む灰褐色粘質土である。

出土遺物は弥生土器片であるが，前期の

土器片と判別できるものが含まれており，

SK4と近似した様相である。

第12図 SK4実測図( 1

’ ’

悪
（

○
Ｎ
・
函
一
で

’’

SK6 (第14図，図版4)

A調査区の北側に位置している。平面

形は円形で，規模は径1.04m,深さ38cm

である。底面は中央部が最も深く，ごく

わずかに湾曲した状態である。埋土は黄

褐色粘質士ブロックを含む灰褐色粘質士

－土層説明

1 ．灰褐灰褐

－413．20

色粘質土

0 1m

一一

第13図 SK5実測図(1 : 40)
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である◎遺物は出土していない。
、

ーマロン ーU－Uグジマ一一一一一 ロ ー＝ O

淫SK7． 8 (第15図，図版4)

A調査区の北側に位置している。 SK7

とSK8は重複しているが，士層観察から

みてSK7が新しい。

恥

つ
守
両
寺
Ｉ｜SK7の平面形は隅丸方形で，規模は

1.16m×1.13m,深さ22cmである。埋土は -413.40 一土層説明
l .灰褐色粘質士

黒褐色粘質土を主とし，黄褐色粘質土ブロッ

クおよび黄褐色粘質土を含む。遺物は，早
0 1m

トーー

期の縄文土器片，前期の弥生土器片，玉髄 二＝＝
第14図SK6実測図( 1 :40)

の剥片が出土している。SK8の平面形は

隅丸長方形で，規模は1.33m×1.06m,深さ15cmである。埋土は黒褐色粘質土を主とし，黄褐色

粘質土ブロックを含んでいる。遺物は，前期と考えられる弥生土器片が出土している。

SK7･8の遺物は，いずれも底面の上方5～15cmから混在して出土しているため，遺構の時

期は明言できない。

SK7出土遺物（第16図，図版9 ･ 12)

16． 17は前期の弥生土器片である。 16は甕の口縁部～胴部上半片で，胴部上半はわずかに内湾

し，頚部で<の字状にやや外反して口縁端部はやや平坦である。内面の一部にハケ目の痕跡が残

「兎
、 q

、
ミ榊I

’

1
／SK7

－

、
二謹鍵二一

壽齋
17 ”

一
御

ｃ
ｃ
・
尉
一
で

8

0 5cm

’ －

頑。〃
－土層説明

1 ．黒褐色粘質土

－412．60

2．黒褐色粘質土

3．黒褐色粘質土

2
31

0 1m

0 5cm
－

第16図 SK7出土遺物実測図

(16． 17はl : 3, 18． 19は1 : 2)
第15図 SK7･8実測図(1 :40)
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るが，その他の調整は不明である。色調は内外面とも淡黄褐色である。 17は壷の胴部上半片と考

えられ，ヘラ描き沈線を2条めぐらし，その上位にへう描き重弧文を施したものと思われる。色

調は内外面とも灰褐色で，調整は明瞭でないが，外面はヘラミガキ調整の可能性が高い。 18は縄

文時代早期の押型文土器である。口縁部片で，器壁は5～7mmである。縦位の楕円形の押型文が

器外面につき，器内面には原体条痕が残る。おおむね黄島式に相当すると思われる。 19は玉髄の

剥片で, 4.5cm×4.6cm,厚さ2.1cmである。立方体状を呈しており，その一面のみに剥離痕が残る。

なお，玉髄の剥片はSX2でも出土している。

’

ダSK9 (第17図，図版5)

A調査区とB調査区の交点付近

に位置している。現状の平面形は

不整形であるが，木根の撹乱を受

けたためと思われ，撹乱前の平面

形は隅丸方形に近く，規模は1.25

m×1.05m,深さ20cm程度であっ

たと考えられる。埋土は主に灰褐

色粘質土であり，一部で黄褐色粘

質土が混在している。埋土中には

やや角張った小礫が含まれている

が遺物は出土しておらず，遺構の

時期や性格は不明である。

騒一
鴇庭=／ 局

面
寺
Ｉ ’’
土層説明

1 ．灰褐色粘質土

2．灰褐色粘質土十

黄褐色粘質土

－413．20

2

■I■■■■■■■■■■

2

0 1m

第17図 SK9実測図(1 :40)

堤
’ ’

SK10(第18図，図版5)

B調査区の北側に位置している。

平面形は円形で，規模は径0.85m,

深さ1.16mであり，本遺跡で検出

した士坑の中では小さい。柱穴と

いった形態であるが，ほかに対応

するものはなく， また，湧水層に

達しておらず井戸跡とは考え難い。

埋土は主に，上層力鵯褐色粘質土，

中・下層が灰褐色粘質土である。

遺物は，埋土上層から弥生土器片

が出土しているが，中・下層から

は出土していない。

－

ｃ
ｃ
。
、
一
奇

｜ ’
－413．00 土層説明

1 ．黒褐色粘質土

2．灰褐色粘質土

3．灰褐色粘質土

4．黄褐色粘質土

0 1m

第18図 SK10実測図(1 :40)
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SK11 (第19図，図版5)

B調査区の中央に位置している。平

面形は隅丸長方形で，規模は1.62mX

1.11m,深さ23cmであり， ほぼ平坦な

底面である。埋土は主に黒褐色粘質土

であるが，黄褐色粘質土を含む。北側

の壁面は小穴と重複しているが，土層

観察から同時期のものと考えられ，厳

密な新旧関係は不明である。遺物は前

期の弥生土器片が埋土中から出土し，

形態などから弥生時代の土坑墓の可能

性も考えられる。

’
、

○
吋
。
一
一
せ

’’
土層説明

l .黒褐色粘衝士

2．黒褐色粘質土

3．黒褐色粘蘭土

0 1m

－411．20

ｰ一

第19図SKll実測図( 1 :40)

’’

蜂 ~

SK12 (第20図，図版5)

B調査区の中央に位置している。平

面形は隅丸長方形で，規模は1.31mX

0.87m,深さ17cmであり，平坦な底面

である。埋土は主に黒褐色粘質土で，

下層では黄褐色粘質土を少し含む。遺

物は前期と思われる弥生土器片が埋士

中から出土している。形態などから，

SK11と同様に，弥生時代の土坑墓の

可能性も考えられる。

国

つ
醐
・
一
一
勺

’’
土層説明

l .黒褐色粘質土

2．黒褐色粘質土

0

－411．20

2 2

1m

ｰ－房一

第20図 SK12実測図(1 :40)

’’

SK13 (第21図，図版5)

B調査区の南側に位置している。平

面形は隅丸長方形で，規模は1.50mx

1.27m,深さ58cmである。埋土は主に

黒褐色粘質土で，上・中層では淡黄褐

色土ブロックを，下層では灰褐色粘質

土や淡黄褐色粘質土を含む。遺物は前

期と思われる弥生土器片が埋土中から

出土し，下層では被熱痕跡を留める角

張った小礫が5点見つかったが，遺構

一

ロ
・
壽
一
マ

’’
±層説明

1 ．黒褐色粘蘭士

2．黒褐色粘蘭士

3．黒褐色粘蘭土

4．黒褐色粘質士

－411．00

L_Jm張った小礫が5点見つかったが，遣ホ
0

40） に被熱痕はなく，性格は不明である。第21図SK13実測図( 1
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SK14 (第22図図版5 ･ 6)

C調査区の中央に位置している。平面形は隅丸長方形で，規模は1.45m×1.07m,深さ41cmで

ある。底面は中央部がやや低く，わずかに湾曲した状態である。埋土は主に黒褐色粘質土で，黄

査区の中央に位置している。平面形は隅丸長方形で，

底面は中央部がやや低く，わずかに湾曲した状態で〈

質土を含む。土坑の北東側が 、 ’’褐色粘質土を含む。土坑の北東側が

混一部張り出しているが，土層観察な

どから土坑には伴わず，木根などに

よる撹乱の跡と思われる。遺物は埋

土中から弥生土器片がわずかに出土

している。形態などから，弥生時代

の土坑墓の可能性が考えられる。

”

ｃ
ｃ
。
一
一
可

SK15(第23図，図版5 ･ 6)

C調査区の中央に位置している。

土坑の南西側をSX4により削平さ

れ，底面は木根により撹乱されてい

るが，平面形は隅丸長方形と推定さ

れる。規模は長さ1.63m,深さ16cm

である。埋土は主に黒褐色粘質土で，

黄褐色粘質土と黄褐色土ブロックを

含む。遺物は出土していない。形態

などから弥生時代の土坑墓の可能性

が考えられる。

’ ’
土層説明

1 ．黒褐色粘質土

2．黒褐色粘質士

3．黒褐色粘髄土

0 1m

ー－門一ョ

－411．60
1

第22図 SK14実測図(1 :40)

’
恥

ｃ
ｃ
。
一
一
マ

’
0 1m
一一’

第23図 SK15実測図(1 :40)

SK16(第24図，図版6)

C調査区の中央に位置している。

土坑の東側は調査区外に延びるため

全容は明らかではないが，平面形は，

隅丸方形または隅丸長方形と想定さ

れる。規模は長さ1.05m,深さ32cm

である。西側で小穴と重複するが，

土層からみて土坑が古い。埋土は主

に黒褐色粘質土と黄褐色粘質土であ

るが，灰褐色粘質土と暗黄褐色粘質

土が混在する。遺物は出土しておら

ず，遺構の時期や性格は不明である。

‘淵在区外

一宇一致『
土層説明

l .灰褐色粘賀土

2．黒褐色粘質土

3. l堵黄褐色粘蘭士

4．黄褐色粘衝土

－411．60
－

3 1
2

0 1m

トFT一声F－－

SK16実測図(1 :40)第24図
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SK17 (第25図，図版6)

C調査区の中央に位置している。遺存状況は悪く明確ではないが，平面形は楕円形に近い隅丸

長方形である。規模は0.98m×0.81m,深さ12cmであり，埋土は主に黒褐色粘質士で，黄褐色粘

質土と黄褐色土ブロックを含む。遺物は出土しておらず，遺構の時期や性格は不明である。

SK18(第26図，図版6)

C調査区の中央に位置している。平面形は円形に近く，径0.85～0.95m,深さ56cmである。埋

土は黄褐色士ブロックを含む黒褐色粘質土で，下層は上・中層に比べ，その黄褐色土ブロックを

多く含む。遺物は，弥生土器片が埋土上・中層から出土しているが，底面上からは白磁片も出土

している。

SK19(第27図，図版6)

C調査区の南側に位置している。平面形は隅丸方形で， 規模は1.05m×0.96m,深さ64cmであ

る。土坑の断面形は，下辺がわずかに

広がる台形状である。埋土は主に，上

層が黒褐色粘質土，上～中層が黄褐色

粘質土，中～下層が黒褐色粘質土であ

る。遺物は前期の弥生土器片が，埋土

の上層と下層，および底面上から出土

している。遺構の性格は特定できない

が，形態などから貯蔵穴の可能性が考

えられる。

’

ら
“

●

ｰ

ｰ

奇

澱い
－

’
－±層説明

l .黒褐色粘蘭土

-411.20

0 1m

ー一

( 1 ：40）

■■■■Ⅱ■■■■■■

第25図 SK17実測図

SK19出土遺物（第27図，図版12)

甕20は前期の弥生土器片で，埋土中

から出土した。口縁部～胴部上半片で，

頚部でやや強く外反し，口縁端面には

刻目を施す。頚部には爪圧痕に似たへ

ラ状工具による浅い刺突文を施す。内

面の頚部以下には，縦位に長い指頭圧

痕が不明瞭ながら見られるが，調整は

不明である。色調は内外面とも黄褐色

であるが，外面の一部は褐色で，黒斑

がわずかに見られる。

’ ’

層
．
．

ｇ
・
号
ｌ
土
１
２

’
411.00 説明

黒褐色粘質土

黒褐色粘質土

－

0 1m
ト声声一一ヨ

（1 ：40）第26図 SK18実測図
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土層説明

l .黒褐色粘質土（識褐色粘質土をやや含む）

2．淡黒褐色粘質土

3．黄褐色粘質土（黒褐色粘質土を含む）

4．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土をわずかに含む）

5．黒褐色粘質土十黄褐色粘質土

6．黒褐色粘質土

7．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土，黄褐色粘質土

ブロックを少し含む）

8．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土を少し含む）

9．黒褐色粘質土（黄褐色粘質土をわずかに含む）

’ ’

澄
－

つ
め
・
つ
一
マ

’ ’

鶏講議篝-410.80

2 1 5

灘議
0 10qn
吟一一百一一

0 1m
ｰ戸扁一一

第27図 SK19実測図(1 :40) ･出土遺物実測図(1 : 3)

(4)性格不明の遺構

SX1 (第28･29図，図版7)

C調査区の中央に位置している。遺構は北から南に下がる緩やかな斜面で検出された。遺構の

東側と西側が調査区外に延びるため全容を捉え難いが，北側（斜面上側）から南側（斜面下側）

に向かって順に，土坑状の落ち込み，平坦面（北側から南側にやや下がり，東西に延びる｡)，溝

状の落ち込み（東西に延びる｡）の，大きく3つの部位からなる。

現状の規模は，遺構北側から南側までの全体の長さが4.6mで，土坑状の落ち込みが2.0m×2.5

m,平坦面が幅l.0～l.5m,溝状の落ち込みが幅1.2～1.5mである。埋土は主に黒褐色粘質土で，

深さはおおむね20～25cmであるが，一部ではやや浅く10cm程度であった。土坑状の落ち込みと平

坦面の間には黄褐色粘質士（黒褐色粘質土をやや含む）が土塁状に残り，土坑状の落ち込みを平

坦面が切る新旧関係が窺える。平坦面の西側にあって，調査区外に延びる小規模な溝状の落ち込

みは，木根による撹乱であると思われる。また，遺構の南側には，溝状の落ち込みに沿う形で径

25～45cm程度，深さ25～55cm程度の穴が列状に検出され，遺構と何らかの関わりがあったとも考

えられる。

出土した遺物は前期の弥生土器が大半で，壺・甕・蓋などである。出土した弥生土器はかなり

の量であるが，明らかな時期差は認められず，ほぼ同一時期のものと考えられる。これらの遺物

は，甕21 ．23．26が出土した3ケ所を中心に，底面の15～20cm上方で出土している。ほかに前期

の縄文土器の細片，黒曜石の剥片も出土した。

SX1は，住居跡と明言できる遺構ではないが，多くの遺物が出土したことからみても，何ら

かの生活跡であったことが窺える。
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2．灰褐色粘質土十黒褐色粘質土

3．黒褐色粘質土

4．黒褐色粘質土

（黄褐色粘質土をわずかに含む）

5．黒褐色粘質土

（黄褐色粘質土をやや含む）

6．黒褐色粘質土

（麓褐色粘質土を少し含む）

7．黒褐色粘質土

（黄褐色粘質土を含む）

8．黒褐色粘質土

（黄褐色粘質土を多く含む）

9．黒褐色粘質土十黄褐色粘質土

10.黄褐色粘質土

（黒褐色粘質土をわずかに含む）

11.黄褐色粘質土

（黒褐色粘質土をやや含む）
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SX1出土遺物（第30． 31図，図版9 ･ 10･ 11)

21～44は前期の弥生土器（壷・甕・蓋)， 45は前期の縄文土器， 46は黒曜石の剥片である。

21は完形品に近い甕で，口径24.5cm,胴部最大径23.6cm,底径8.2cm,器高26.5cmである。平坦

な底面から胴部はやや外開きに立ち上がり，頚部近くの胴部最大径付近で直立する。頚部で外反

して短く延び，平坦気味におさめた口縁端部には刻み目を施す。口縁部と頚部の内外面は横位の

ナデ調整，その他はナデ調整である。胴部最大径付近の内面には指頭圧痕が残る。色調は，内面

が暗黄褐色，外面が淡褐色で，外面の口縁部と胴部中央には煤が付着する。22は甕の口縁部～胴

部片で，復元口径は18.Ocmである。ほぼ直立する胴部は頚部で屈曲し，ごく短く外傾して延び，

やや平坦な口縁端部に刻み目を施す。頚部には2条のへラ描き沈線がめぐる。色調は内外面とも

黄褐色であるが，外面一部は暗黄褐色で，煤が付着する。23は底部を欠く甕で，口径26.8cm,胴

部最大径26.3cmである。頚部近くの胴部最大径付近からやや内湾し，頚部で外反して短く延び，

平坦気味の口縁端部には刻み目を施す。頚部下位には2条のへラ描き沈線がめぐる。内面の頚部

以下は調整不明，口縁部と頚部の外面は横位のナデ調整，その他はナデ調整である。色調は，内

面が黄褐色および暗黄褐色，外面が黄褐色で一部榿褐色である。外面の口縁部，胴部上半～中央

には煤が付着している。24．25はともに甕の口縁部～胴部片で，頚部下位に2条のへラ描き沈線

がめ<"り，やや丸味を帯びる口縁端面には刻み目を施す。24の色調は内外面とも黄褐色，外面一

部には煤が付着する。25の色調は内外面とも明黄褐色で，粘土帯の接合痕がみられる。26は甕の

口縁部～胴部片で，復元口径は24.lcmである。頚部で緩やかに外反して短く延び，平坦な口縁

端部に刻み目を施す。頸部下位には断面V字状のへラ描き沈線が4条めぐる。内面は横位，外面

は縦位の細かなミガキ調整で，調整は一度に何本かの単位で行われたハケ目状である。色調は内

外面とも黄褐色で，外面には黒斑が残る。27は甕の口縁部～胴部片である。器壁はやや薄く，胴

部はわずかに内湾気味に直立し，頚部で外反して口縁端部は丸みを帯びる。調整は不明であるが，

外面一部には煤が付着する。色調は内外面とも黄褐色である。28は甕の蓋で，口径23.4cm,器高

11.Ocmであり，ほぼ完形品である。天井部外面はやや上げ底状となって体部は末広がりになり，

口縁端部は平坦気味である。天井部外面の調整は不明であるが，内外面とも主に横位のヘラミガ

キ調整で，天井部内面や口縁端部はナデ調整である。天井部と体部の境には指頭圧痕が残る。色

調は内外面とも黄褐色で，天井部およびその付近の外面一部に黒斑が残る。29･30･31は壺の口

縁部片である。いずれも口縁端部は平坦気味で，内外面にはヘラミガキ調整の痕跡を残す。29．

30の口縁部はラッパ状に開くが, 31はあまり開かない。色調は29． 30が淡黄褐色, 31が淡榿褐色

である。32は壺の口縁部～胴部上半片で，復元口径15.5cm,復元頚部径13.3cmである。やや外傾

気味に直立する頚部からくの字状に屈曲し，口縁部は外開きに延びて端部は平坦である。頚部下

位の外面には3条のへラ描き沈線を施し，内面には指頭圧痕が残る。内外面ともヘラミガキ調整

で，丁寧な仕上げである。色調は内外面とも明黄褐色である。33は壷の口縁部～胴部上半片で，

復元口径14.Ocm,復元頚部径12.4cmである。やや外傾する頚部から緩やかに屈曲し， 口縁部は外

開きに短く延びて端部は平坦である。頚部下位に浅く細いへラ描き沈線を施す。内外面ともへラ

－24－
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ミガキ調整で，丁寧な仕上げである。色調は内面が黄褐色，外面が淡褐色である。34は壺の口縁

部～胴部上半片で，復元口径15.3cm,復元頚部径13.8cmである。直立気味に短く延びる頚部から

緩やかに外湾し，口縁部は外開きに延びて端部は平坦である。頚部には，断面V字状の2条のへ

ラ描き沈線が伴う削り出し突帯を施す。色調は内外面とも淡黄褐色であるが，外面の一部は燈褐

色である。35は壺の口縁部～胴部上半片で，復元口径14.5cm,復元頸部径12.6cmである。頚部で

やや屈曲し，口縁部は短く延びて端部は平坦である。頚部下位には削り出し突帯を施し，内面の

頸部以下には指頭圧痕が残る。内面の調整は不明であるが，外面はヘラミガキ調整である。色調

は，内面が淡榿褐色，外面が黄褐色で，外面一部に黒斑が残る。36は甕の底部で，底径8.2cmで

ある。平坦な底部中央は厚さ6mmと薄い。内面の調整は不明であるが，底面はナデ調整，外面は

ヘラミガキ調整である。色調は内外面とも淡黄褐色である。37は甕の底部で，底径7.9cmである。

外面は丁寧なヘラミガキ調整であるが，その他の調整は不明である。色調は内面が黄褐色，外面

が淡榿褐色である。38は甕の底部片で，復元底径は8.5cmである。内面の調整は不明，底面はナ

デ調整である。外面はやや幅の広いミガキ調整が行われている。色調は内面が燈褐色，外面が黄

褐色および淡榿褐色である。39～42の底部片のうち， 39は外面にヘラミガキ調整， 41 ．42は外面

にヘラナデ調整を行っている。43の底部は底径6.7cmである。やや上げ底状の底面であり，底面

と内面はナデ調整，外面は横位を主とするナデ調整である。39～43の色調は淡黄褐色であり， 39．

41は内面が暗黄褐色，外面一部が淡榿褐色である。44は壺の胴部上半片と考えられ， 2条のへラ

描き沈線の下位に，浅く細いへラ描き重弧文を施す。色調は，内外面とも淡黄褐色である｡45は

茶褐色をした前期の縄文土器片で，おおむね羽島下層式に相当すると考えられる。内面には二枚

貝を使用した条痕調整を行い，外面には押し引き気味に刺突文を施す。46は黒曜石の剥片で，

1.2cm×2.1cm,厚さ0.7cmである。

SX2 (第32図，図版8)

A調査区の北側に位置している。遺構は北から南に下がる緩やかな斜面で検出され，西側が調

査区外に延びる。段状の落ち込みと複数の穴からなり，北側の一部には平坦な底面がある。段の

高さは，最も高い北側でも25cm程度であり，埋土は黒褐色粘質土である。

遺物は，前期の弥生土器（甕)，玉髄の剥片が出土している｡47～49は北側の平坦面から落ち

込む斜面上で見つかり，底面からは25～30cm上である。50～52は埋土中から見つかった。これら

の出土遺物などから，遺構の時期は弥生時代前期の可能性も考えられるが，性格は不明である。

SX2出士遺物（第33図，図版9 ． 12)

47～51は前期の弥生土器（甕)， 52は玉髄の剥片である。

47は甕の口縁部～胴部片で，復元口径21.5cm,復元胴部最大径21.6cmである。胴部中央からや

や内湾した胴部上半は頚部で緩やかに外傾して短く延び，口縁端部は平坦気味である。内面の調

整は不明であるが，外面はハケ目を施す。色調は内外面とも淡黄褐色であるが，外面の口縁部と

－26－
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胴部中央には煤が付着する。48は甕の口縁部～胴部片である。頚部で逆L字状に強く外反し，短

く延びた口縁部の端面には刻み目を施す。頚部下位にはやや太い2条のへラ描き沈線がめぐり，

口縁部の内外面はナデ調整，その他の内外面はへう状工具によるナデ調整である。色調は内面が

黄褐色および淡榿褐色，外面が淡榿褐色である。49は甕の口縁部～胴部片である。頚部で緩やか

に外反し，平坦な口縁端部には刻み目を施す。頚部下位には削り出し突帯を施し，突帯には1条

のへラ描き沈線を伴う。口縁部の外面はナデ調整，胴部の外面はへう状工具によるナデ調整であ

る。色調は内外面とも燈褐色である。50は甕の口縁部～胴部片である。頚部でやや外傾し，平坦

気味な口縁端部に刻み目を施す。内外面ともナデ調整で，胴部の外面には一部煤が付着する。色

調は内面が黄褐色，外面が淡暗黄褐色である。51は底部片で，復元底径は8.6cmである。底面は

ナデ調整，外面はヘラミガキ調整である。色調は内面が黄褐色，外面が淡榿褐色および黄褐色で

ある。52は玉髄の剥片で, 3.7cm×6.1cm,厚さ2.1cmであり，原石の最も外側にあたる。なお，玉

髄の剥片は, SX2の南約3mにあるSK7からも出土している。
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I
SX3 (第34図，図版8)

B調査区の南側に位置し

ている。遺構の西側は調査

区外となっており全容は明

らかでないが，平面形は不

整隅丸方形と思われる。規

模は，長辺が推定2.5～2.8

m,短辺が2.35m,深さ49

cmである。埋士下層には小

礫が充満しており，被熱痕

跡を留めるものが若干数で

あるが含まれる。埋土は主

に灰褐色粘質士である。

遺物は小礫上の埋土中か

ら，備前焼の小片が出土し

ている。

－411．00

1■■ー

土層説明

l .灰褐色粘質士
ーー

0 2m
ｰ一一－一一

SX3実測図(1 :40)第34図
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SX3出土遺物（第35図，図版15)

53は15世紀代と考えられる備前焼で，播鉢の破片で

ある。注口部にあたり，内面には6条単位の条線が残

り，口縁部近くの上位まで，使用による摩滅力譜しい。

SX4 (第36図，図版6)

C調査区の中央に位置している。平面形は東西に延し銅食怪の甲夫に1M.直していゐo里子回膠ほ宋四に拠些 0 10cm
ー－戸一

びる不整な長楕円形で，東側には穴が，西側には小土第35図SX3出土遺物実測図(1 : 3)
坑がある。これらの穴と小土坑を含めた規模は3.1m

X1.4m,深さは東側で41cm,西側で52cmである。埋

土は主に灰褐色粘質土であるが，東側の穴は明かに異なる黒褐色粘質土である。土層からみれば，

この穴はSX4に伴わない可能性も考えられる。小土坑の埋土下層には小礫が充満し，被熱痕跡

を留めるものが若干数であるが含まれていた。北側でSK15と重複しているが，土層からみてS

X4が新しい。遺物は砥石片と弥生土器片が出土しているが，出土状況から遺構の時期は言及し

難い。なお，遺構は現在の畑地を上下に分ける崖下に位置するため，畑地の開墾による削平跡や

水路跡とも考えられる。
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SX4出土遺物（第37図，図版9)

54は砥石の剥離片である｡5.2cm×4.7cm×0.5cm,重さ14.0gで

あり，色調は乳灰色である。上面だけでなく左と左下の側面もよ

く研磨されている。
’

4

I=、SX5 (第36図，図版6)

C調査区の中央に位置している。平面形は不整な隅丸長方形で

あり，底面は平坦である。規模は2.4m×1.5m,深さ17cmである。

埋土はSX4と類似する灰褐色粘質土で，遺物は弥生土 第37図

器片が出土しているが，流れ込みの可能性が高く，遺構

の時期は不明である。また，性格についてはSX4と同

様に，畑の耕作に関連する可能性が考えられる。

0

0 5qll
ー－－ヨ

SX4出土遺物実測図(1 : 2)

鼬－

－413．40
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(5)遺構・遺物の可能性がある甕と軽石

ここでは，明確に遺構と断定できなかったが，土器蓋

土坑墓によく似た状況で出土した蕊を「A区出土の甕」

としてとりあげる。また, D区で出土した軽石について

も若干ふれておく。 第38図

0 50師
一弓

｢A区出土の甕」出土状況実測図(1 : 20)

A区出士の甕（第38．39図，図版8 ． 15）

A調査区の中央南寄りでは，弥生時代後期の甕

55が見つかった。甕は縦に2つに割られ，その片

方はさらに口頚部と胴底部に割られウそれら3個

体の口縁部と口縁部，底部と底部を合わせ，伏せ

られた状態で出土した。長辺が東西方向を向き，

規模は59cm×24cmである。土器蓋土坑墓の様相に

よく似ているが，掘方の検出はできず，蕊を意図

的に割った痕跡も見受けられない。

甕55は，胴部の一部が欠失しているものの，ほ

ぼ完形品である。口径14.5cm,頚部径13.7cm,胴

部最大径19.5cm,底径3.5cm,器高26.0cmである。

ごく小さな底面から胴部は卵形に広がり，頚部で

くの字状にやや強く屈曲し，ほぼ直立して延びる

複合口縁で，口縁端部はやや丸味がある。口縁部

には3～4条単位で擬凹線文を施す。外面はハケ
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第39図「A区出土の甕」実測図（ 1 ： 3）
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目を施し，内面はヘラケズリ調整を主とするが，口縁部から頚部の内面，頚部の外面はヨコナデ

調整，底面はナデ調整である。外面の胴部中央から下半を中心に煤が一部付着している。色調は

内外面とも黄褐色である。

D区出土の軽石（図版9）

軽石は, D調査区の北西側で出土した。調査開始時に設定したトレンチの，黒褐色粘質土下層

から見つかったものである。丸みを帯びるやや細長で， 13．Ocm×8.3cm×5.5cm,重さ62.4gであ

る。加工または使用された明確な痕跡はないが，幅2cm,長さ5～6cm程度の溝状の窪みが2ケ

所に残る。また，溝状の窪みとは反対側に，やや窪む7cm×6cm程度の平坦面がある。

(6)調査区内出土遺物

調査区内からは縄文土器56～61,前期の弥生土器62～78,後期の弥生土器79～81,輸入陶磁器

82．83が出土している。縄文土器はいずれも, A調査区の北側, SK7の東側付近で出土してい

る。弥生土器は, A調査区の北側から出土した63．65･68．76, B調査区の北側から出土した62･

80･81以外はすべてC調査区からの出土である。64･67．74･79を除けばSX1の付近で出土し

たものであり, SX1出土遺物と密接な関係が推定される。輸入陶磁器はA･B調査区の北側で

出土している。

縄文土器（第40図，図版9)

56～61は，早期の押型文土器である。このうち56～59は器壁1.0～1.4cmと厚く，いずれも同一

個体と考えられる。56を除き，縦位の大形楕円形の押型文が器外面に見られる。56は口縁部片で

あり，口縁端部は外面を卵形状に肥厚させ，外面から内面にうねりながら延びる幅広の凹線を施
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第40図調査区内出土遺物実測図1 ( 1 : 2)
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している。57は口縁部片， 58は胴部片と考えられる。59は胴部下部片と考えられ，押型文を施し

た部位と施さない部位の境が見られる。これらの縄文土器片は高山寺式の様相を示している。60･

61は器壁が6～8mmと薄く, 60は小形楕円形の押型文が, 61にはさらに細かい小形楕円形の押型

文が器外面に見られ，黄島式に相当するものである。61には原体を押しつけた時に重なった部分

が残る。

弥生土器（第41図，図版13． 14． 15）

62～78は前期の弥生土器， 79～81は後期の弥生土器である。62．63は甕の口縁部～胴部上半片

で，頚部で緩やかに外反し，平坦気味の口縁端部には刻み目を施す。頚部下位には2～3条のへ

ラ描き沈線がめぐる。62の外面はハケ目を施すが，内面の調整は不明，色調は内外面とも黄褐色

で，外面には煤が付着する。63の内外面はナデ調整で，色調は内外面とも明黄褐色である｡64は

甕の口縁部～胴部上半片で，頚部で強く屈曲して口縁部は短く横に伸び，端部は丸くおさめる。

頚部下位には2条単位で8条以上の沈線を施す。色調は，内面が黄褐色，外面が淡暗黄褐色であ

る。65．66は壺の口縁部～胴部上半片である。65は復元口径12.8cm,復元頚部径10.Ocmであり，

やや丸みをもった口縁端部には断面V字状の沈線を1条めぐらし，頚部下位にも同様の沈線を3

条めぐらせる。内外面ともヘラミガキ調整で，色調は淡暗黄褐色である。頚部の外面，口縁端部

の一部には黒斑が残る｡66の外面，口縁部の内面はヘラミガキ調整であるが，頸部以下の内面は

へう状工具によるナデ調整である。色調は内面が淡暗黄褐色，外面が黄褐色，一部褐色および榿

褐色である。67は壺の胴部上半片と考えられ，上から順に1条のへラ描き沈線，ヘラ先による刺

突文， 2条のへラ描き沈線を施す。色調は内外面とも淡暗黄褐色である。68～78は底部～胴部下

半で， 68．70．72．73．78の底部は完形に近く，その他は破片である。底面は平坦で，底部から

胴部下半は外傾して真直ぐに伸びるもの， または，やや外湾し，その後やや内湾気味に延びるも

のが大半である。68の底面は一部窪みをもつが，接合の痕跡を示すものと考えられる。68～73の

うち， 68～70･73の内面の調整は不明であるが，ほかは外面または内外面にハケ目を施す。これ

に対して74．75は内面にハケ目を施すが，外面はヘラミガキ調整である。また， 76．77は内外面

ともヘラミガキ調整またはミガキ状の調整である。68～78のうち，底面にナデ調整を行っている

のは69･70･72．74･75．77でその他は不明であるが, 76は唯一底面までへラミガキ調整で丁寧

な仕上げである。77は復元底径9.0cmであり，底面はやや上げ底状で特異な形状である。外湾し

た底部外面には指頭圧痕が残る。内外面にヘラミガキ調整を行う丁寧なつくりや全体の形態から

蓋の可能性もあるが，細かな観察から底部と判断するのが適当である。 78は底径7.8cmであり，

底面には籾の圧痕が残る。底面は摩滅していることもあって，明確に籾圧痕として観察できるも

のは数個の籾状の窪みのうち2個(7.0mm×3.5mm･6.5mm×3.5mm)である。なお， これら68～78

の底部の色調は，黄褐色または淡黄褐色のものが多い。ただし， 68の外面は灰褐色， 69の外面一

部は榿褐色， 70の内面は暗黄褐色，外面は灰褐色， 73．78の外面は一部淡榿褐色， 76の内外面は

榿褐色， 77は底部の内外面を除き暗褐色である。また， 72の外面一部には煤が付着し， 76の外面

－34－



一部には黒斑が残る。79は器台の筒部， もしくは高杯の脚柱部の破片と思われる。内面は剥離し

ているが，黄褐色をした外面には4条単位で斜位，横位にハケ目状の文様を残す。80は甕の口縁

部片で， 8～9単位の擬凹線文がめぐる。色調は内外面とも淡榿褐色である。81は甕の口縁部～

頚部片で，頚部はくの字状に強く屈曲し，やや外湾しながら立ち上がる複合口縁で，口縁端部は

やや丸く厚みがある。色調は内外面とも淡黄褐色である。

輸入陶磁器（第41図，図版15）

82は龍泉窯系青磁碗の小片で，外面には横位の文様がわずかに残る。83は白磁皿の小片である。

82は15世紀代， 83は15世紀末～16世紀初頭ごろと考えられる。

表2 出土遺物一覧
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種別・時期
遺物

番号
器種 計測値(cm) 残存状況 調整ほ か

出土
場所

縄文土器・早期 18 不明 口縁部片 桁円形の押型文，原体条痕 SK7

純文土器・早期 56 不明 口縁部片 口縁端部外面は卵形状に肥厚 A調査区

縄文土器・早期 57 不明 破片 柿円形の押型文 A調査区

縄文土器・早期 58 不明 破片 柿円形の押型文 A調査区

縄文土器・早期 59 不明 破片 梢円形の押型文 A調査区

縄文土器・早期 60 不明 破片 梢円形の押型文 A調査区

縄文土器・早期 61 不明 破片 梢円形の押型文 A調査区

縄文土器・前期 45 不明 破片 内面二枚貝による条痕調盤 SXl

弥生土器・前期 10 甕？ 破片 半撒竹符か？ SBl

弥生土器・前期 11 饗 口縁部～胴部片 半被竹符か？ SBl

弥生土器・前期？ 15 底部 破片 SKl

弥生土器・前期 16 蕊 破片 SK7

弥生土器・前期 17 壷？ 破片 ヘラ描き沈線・亜弧文 SK7

弥生土器・前期 20 甕 口縁部～胴部片 爪圧棋状の刺突文，刻目 SK19

弥生土器・前期 21 喪 口径24.5,器高26.5 ほぼ完形 外而に煤付蒜，刻目 SXl

弥生土器・前期 22 蕊 復元口径18.0 口縁部～胴部l/3残存 外而に煤付蒜，沈線，刻目 SXl

肋 雄士器・前期 23 甕 口径26.8 底部以外ほぼ完形 外而に煤付蒲，沈線，刻目 SXl

捌 生土器・前期 24 甕 口縁部～胴部片 外而に煤付蒜，沈線，刻目 SXl

ﾘｶ figEt器・前期 25 甕 口縁部～胴部片 粘土補接合痕，沈線，刻目 SX1

勅 LIZEt器・前期 26 甕 復元口径24.1 口縁部～胴部2／3残存 外面に黒斑，沈線，刻目 SX1

鮒 ft=t器・前期 27 甕 口縁部～胴部片 外面に煤付蒲 SXl

勅 唯十器・前期 28 蓋 口径23.4 11.0 ほぼ完形 外面に製斑，指頭圧痕 SXl

弥生土器・前期 29 壷 復元口径15.5 口縁部1/4残存 SXl

弥生土器・前期 30 壷 復元口径15.0 口縁部l/4残存 SXl

ﾘカ 雄士器・前期 31 壷 口縁部片 SXl

肘 士器・前期 32 壷 復元口径15.5 口頚部l/5残存 へラ描き沈線 SX1

鮒 ftzt器・前期 33
＝

亜亟 復元口径14.0 口頚部l/3残存 へラ描き沈線 SX1

鮒 唯十器・前期 34 壷 復元口径15.3 口緑部～胴部1/4残存 沈線伴う削り出し突帯 SXl

引 牛士器・前期 35 壷 復元口径14.5 口縁部～胴部1/4残存 削り出し突帯 SXl

引 堆十器・前期 36 底部 底径8.2 2／3残存 SXl

ﾘｶ 生士器・前期 37 底部 底径7.9 底部のみ完形 SX1

ﾘ1 生土器・前期 38 底部 復元底径8.5 l/2残存 SXl



種別・時期
遺物
番号

器種 計測値(cm) 残存状況 調整ほ か
出土

場所

弥生土器・前期 39 底部 破片 SXl

鮒 生土器 前期 40 底部 破片 SX1

鮒 生zt器 前期 41 底部 破片 SX1

鮒 雄-k器 前期 42 底部 破片 SXi

鮒 生土器 前期 43 底部 底径6.7 底部のみ完形 SXl

鮒 生土器 前期 44 壷？ 破片 ヘラ描き沈線・重弧文 SXl

鮒 生土器 前期 47 翌 復元口径21.5 口縁部～胴部l/3残存 外面に煤付着 SX2

鮒 fIzEt器 前期 48 蕊 口縁部～胴部片 ヘラ描き沈線，刻目 SX2

鮒 &zt器 前期 49 蕊 口縁部～胴部片 沈線伴う削り出し突帯，刻目 SX2

肋 生土器 前期 50 蕊 口縁部～胴部片 外面に煤付着，刻目 SX2

前 生zt器 前期 51 底部 復元底径8.6 1/2残存 SX2

勅 生zt器 前期 62 喪 口縁部～胴部片 ヘラ描き沈線，刻目，外面煤 B調査区

勅 雄士器 前期 63 蕊 口縁部～胴部片 ヘラ描き沈線，刻目 A調査区

弥生土器 前期 64 蕊 口縁部～胴部片 2条単位の沈線 C調査区

弥生土器 前期 65
》
蕊 復元口径12.8 口縁部～胴部l/4残存 口縁端部・頚部に沈線，黒斑 A調査区

弥生土器 前期 66
華
亜 口縁部～胴部片 B調査区

弥生土器 前期 67 壷？ 破片 ヘラ描き沈線，刺突文 C調査区

豹 生士器 前期 68 底部 底径8.5 底部のみ完形 外而に黒斑 A調査区

捌 雄士器 前期 69 底部 破片 粘土帯接合痕 C調査区

勅 生土器 前期 70 底部 底径9.2 底部のみ完形 C調査区

引 生士器 前期 71 底部 復元底径8.1 l/2残存 C調査区

引 生土器 前期 72 底部 底径8.5 底部のみ完形 外面に煤付着 C調査区

鮒 牛土器 前期 73 底部 底径7.5 底部のみ完形 C調査区

萌 生土器 前期 74 底部 破片 C調査区

引 Liazt器 前期 75 底部 復元底径8.8 l/2残存 C調査区

鮒 唯土器 前期 76 底部 復元底径9.6 l/4残存 内外面，底面もミガキ調整 A調査区

淵 雄士器 前期 77 底部 復元底径9.0 l/3残存 蓋の可能性．外面に煤？付着 C調査区

鮒 4ﾐ十器 前期 78 底部 底径7.8 3／4残存 底部に籾の圧痕 C調査区

駒 生士器 後期 1 翌 復元口径18.1 口頚部1／2残存 外面に煤付着 SB1

鮒 "Et器 後期 2 翌 口径14.5 口頚部ほぼ完形 外面に煤付着 SBl

萌 生土器 後期 3 翌 口頚部片 波状文 SB1

駒 生土器 後期 4 翌 頚部片 SBl

鮒 生土器 後期 5 翌 口頚部片 外面に煤付着 SB1

豹 生土器 後期 6 艶 口頚部片 外面に煤付着 SB1

豹 生土器 後期 7 翌 口頚部片 外面に煤付着 SB1

鮒 fiZEt器 後期 8 底部 底径2.0 底部のみ完形 SBl

ﾘｶ 生土器・後期 9 器台 筒部～脚部片 外面に顔料を塗布か？ SBl

弥生土器・後期？ 13 不明 破片 籾の圧痕 SBl

弥生土器・後期 55 翌 口径14.5,器商26.0 ほぼ完形 外面に煤，口縁に擬凹線文 A調査区

弥生土器・後期 79 不明 破片 器台の筒部又は高杯の脚柱部 C調査区

弥生土器・後期 80 翌 口縁部片 擬凹線文 B調査区

弥生土器・後期 81 翌 口頚部片 B調査区

土製勾玉 12 勾玉 長さ3.1,"1.7 完形 頭部に両側から穿孔 SBl

備 前 焼 53 捕鉢 破片 内面に6条単位の条線 SX3

輸入陶磁器(青磁） 82 碗 破片 A調査区

輸入陶磁器(白磁） 83 IⅢ 破片 B調査区

金属製品（鉄） 14 不明 4.9×4．5×0．5 不明 亜さ299,五角形状 SBl

石 製 品 54 砥石 5 2×4 7×0 5 剥離した破片 SX4

玉髄の剥片 19 剥片 4 5×4 6×2 1 SK7

玉髄の剥片 52 剥片 3 7×6 1×2 1 SX2

黒曜石の剥片 46 剥片 1 2×2 1×0 7 SX1

軽 石 13.0×8.3×5.5 一部破損 亜さ62.49,瀧状の窪み残る D調査区



V ま とめ

上朝枝遺跡の発掘調査では，竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑などを確認し，前期の弥生土器

を中心とした貴重な資料を得ることができた。調査区が工事との関係で，細長く， しかも分散し

ていたため，遺跡の全貌を明確にすることは困難であったが， ここでは弥生時代の遺構と遺物を

中心にその内容を概括し， まとめとしたい。

(1)遺構

検出された遺構は，竪穴住居跡1軒(SB1),掘立柱建物跡1棟(SB2),土坑19基(SK

1～19)，性格不明の遺構5基(SX1～5),柱穴などで，土器蓋土坑墓の可能性がある甕

(｢A区出土の甕」と記載｡） も確認された。

①遺構の時期

遺構の時期を，出土遺物，遺構の切り合い，遺構の組み合わせなどを基準に推定すれば，以下

のようにまとめられる。

弥生時代前期後半SK1, SK2, SK4, SK5, SK6, SK7, SK8, SK11,

SK12, SK13, SK14, SK15, SK19

SX1, SX2

弥生時代後期後半SB1, ｢A区出土の甕」

中世以降 SX3

近世・近代以降 SK3

SX4, SX5

不明 SB2

SK9, SK10, SK16, SK17, SK18

②各遺構の特徴

竪穴住居跡(SB1)

SB1は，円形住居跡で，壁溝が二重にめぐるなど住居を拡張し， これに伴って主柱穴は4本

から6本に変化したと推察される。出土遺物などから，時期は弥生時代後期後半と考えられる。

また，器台や波状文が施された甕の出土は，山陰地方との関係を窺わせる。

掘立柱建物跡(SB2)

SB2は, 2間×1間の小規模な掘立柱建物跡である。遺物が出土していないため，時期は不

明である。

士坑(SK1～19)

士坑を平面形で大別すれば，円形または楕円形(SK1～6 ･ 10･ 18),隅丸方形(SK7 ･

19)，隅丸長方形(SK8 ･ 11～15･ 17, 17は楕円形に近い),隅丸方形または隅丸長方形(SK

－37－



16)，不整形(SK9)である。円形の土坑のうち, A調査区の北側で検出されたSK1 ． 2 ．

4～6は，形態や出土遺物などから弥生時代前期の貯蔵穴群の可能性が考えられる。また，平面

形が隅丸方形のSK19も，形態や出土遺物などから弥生時代前期の貯蔵穴と推察することもでき

る。隅丸長方形の士坑のうち, SK11 ･12･ 14･ 15は形態などから土坑墓として捉えられる。 S

K11 ･ 14からは前期の弥生土器が出土し, SK12から出土した弥生土器も前期の可能性が高い。

なお，横路遺跡'1)や岡の段A地点遺跡{21では，平面形が方形または長方形の土坑を，貯蔵穴の

可能性があると指摘している。

性格不明の遺構(SX1 ． 2)

SX1は士坑状の落ち込み，平坦面，溝状の落ち込みの，大きく3つの部位からなっている。

遺構からは前期の弥生土器（壺・甕・蓋）が多く出土したが，ほぼ同一時期のものである。住居

跡の可能性があるが，断定はできない。 SX2は段状落ち込みと穴があり，前期の弥生土器や玉

髄の剥片が出土した。住居跡も含めた何らかの生活痕跡であろうが，性格を特定できない。

(2)遺物

前期の弥生土器

前期の弥生土器は，甕を中心に壷や蓋が出土している。これらの土器に段手法は見られず，ヘ

ラ描きによる沈線文が盛行する時期のものと捉えられる。沈線は2～3条が多く，多条化には至っ

ていない。多くが限定される遺構(SX1･ 2)から出土したことからみても，ほぼ同一時期と

思われる。これを安芸地域の編年案13>に基づいて考えると，本遺跡の土器は前期後半(1-3様

式）を中心とする時期に該当している。甕62に見られる頚部のゆるやかな外反，甕11に見られる

断面三角形の口縁部および沈線の多条化に多少の前後を生じているが，明確な時期差は認められ

ない。これまでに町域の横路遺跡（一部の古い様相を除く），岡の段A地点遺跡， 岡の段C地点

遺跡(4)などで出土した土器と，おおむね同時期であると言えよう。

代表的な甕である甕21の形態は，平坦な底面から胴部はやや外開きに立ち上がり，頚部近くの

胴部最大径付近で直立する。頚部は外反して短く延び，平坦気味の口縁端部には刻み目を施す。

その他の甕もこの形態に類似しているが，頚部の外反が，甕48のように強いもの，甕62のように

緩やかなものがある。また，頚部下位に2～3条のへラ描き沈線を伴うものが多い。沈線は浅い

ものが多いが，甕26に見られる断面V字状の鋭い沈線も存在する。甕27は薄い器壁や丸くおさめ

た口縁端部に，甕47は卵形のやや丸い胴部に特徴が見られる。甕の色調はおおむね黄褐色であり，

外面にナデ調整またはハケ目を施し，内面はナデ調整または不明なものが大半である。特異な例

として甕26の外面に施された細かなミガキ調整が挙げられる。なお，甕の多くは，外面に煤が付

着している。

壺は口縁部～胴部片で全体像を把握できないが，やはり内外面にヘラミガキ調整を行ったもの

が大半である。頚部でやや屈曲して外開きに延び，口縁端部は平坦なものが多いが，壺32の直立

する頚部が存在する。頚部にへう描き沈線または削り出し突帯を施したものが目立つ。壺32．33
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は頸部下位に沈線を施し，壷65は鋭い沈線を頚部中位と口縁端部に施す。削り出し突帯は壺34.

35で見られる。35は沈線を伴わない削り出し突帯が頚部下位にあるのに対し， 34は沈線を伴う削

り出し突帯が頚部中央に見られる。

後期の弥生土器

後期の弥生土器は，少量ながら主にSB1とその付近から出土し，およそ同時期のものである。

出土した器種は翌が多く， くの字状に強く屈曲した頸部の内面以下には，全面にわたってヘラケ

ズリ調整が行われ，上方へ拡張された複合口縁である。また，擬凹線文が施されるものもあり，

これらの特徴から後期後半の時期と考えられる。甕1に見られるように，外湾しながら立ち上が

る複合口縁が多く，甕2の複合口縁はやや外湾しながら立ち上がる点で，甕7の複合口縁は外開

きに直立する点で異なる。外面に波状文が残る甕3も，直立して延びる複合口縁であるが口縁部

は短く，器壁はやや厚い。器台9は筒部～脚部片で，筒部から段をもって緩やかに脚部は開く。

外面には顔料が塗布された痕跡が残り，脚部には4～5条単位の擬凹線文がめぐる。

籾の圧痕が残る土器片

籾の圧痕が残る土器は，土器片13 （時期不明） と，底部78 （弥生時代前期）の2点がある。 13

の籾殻は，脈も鮮明に確認できるほど外形がよく残っている。78もほぼ同じ大きさの籾圧痕が底

面で数個確認できる。類似する土器は横路遺跡でも出土しているが，籾の形態的特徴が明らかな

土器は少なく，町域での稲作を考える貴重な資料と言える。

玉髄の剥片

玉髄の剥片は，近接するSK7とSX2から計2点が出土し， ともに伴出した遺物からみて弥

生時代前期の可能性がある。なお，横路遺跡では，台石やメノウの剥片を伴う前期の土坑が2基

検出され， 「石器工房跡」と考えられている。本遺跡の場合は，そうした出土状況ではないが，

原石の最も外側の部分にあたる剥片であり，製品ではないので，集落内で玉髄の加工が行われて

いた可能性はある。

(3)集落の変遷

上朝枝遺跡では，早期・前期の縄文土器が少量出土しているが，明確な遺構は確認していない

ので，詳細は不明である。

弥生時代前期後半の時期になると，確実な竪穴住居跡は確認していないが, SX1 ･ 2は住居

跡の可能性も含めて何らかの生活痕跡を反映している遺構と考えられる。また, SK1 ． 2 ． 4 ･

5 ． 6 ． 19は貯蔵穴, SK11． 12･ 14･ 15などは土坑墓の可能性が高い。 SX1 ． 2を居住域と

仮定すれば，居住域・貯蔵域・墓域が区分されていたことになる。貯蔵穴群は，大朝町域の横路

遺跡，岡の段A地点遺跡，岡の段C地点遺跡などで確認され，居住域と場所を分けて立地してい

る。本遺跡でも立地状況は合致する。

弥生時代後期後半になると，竪穴住居跡1軒と墓の可能性のある遺構が1基検出されている。

小規模な集落と考えられるが，竪穴住居跡からは山陰地方との関わりを示唆する土器も出土し，
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本遺跡の地域性を窺わせる。

古墳時代になると，遺構・遺物ともに確認できず，弥生時代に断続的に継続していた集落は廃

絶している。また，古代・中世以降も顕著な遺構は確認できず，居住地域としては使用されてい

ない。

以上のように，本遺跡は縄文時代早期から始まっているが，本格的な集落跡の出現は弥生時代

になってからである。前期の弥生土器がまとまって出土した状況は生活の痕跡を想像させ，土坑

を貯蔵穴や土坑墓として捉えれば，弥生時代前期の集落跡としての位置付けも可能である。本遺

跡は江の川の支流・可愛川に面する低丘陵上にあり，ほぼ同様な立地を示す弥生時代前期の遺跡

として,大朝町には住吉免遺跡(5',足谷遺跡6),横路遺跡がある｡また,弥生時代前期の集落内

容については，横路遺跡に続く岡の段A地点遺跡や岡の段C地点遺跡の発掘調査によって明らか

になってきた。しかし， これらの遺跡は新庄盆地の周辺に限られており，本遺跡の発掘調査は，

大朝盆地を含めた町域全体を考慮する貴重な資料を提供したと言える。
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a縄文土器（56～61 :A調査区, 18: SK7, 45: SX1)

19 52 46

b玉髄の剥片(19: SK7, 52 : SX2) C 黒曜石の剥片(SX1)
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e 「D区出土の軽石」d砥石(SX4)
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前期の弥生土器1 (SX1)
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前期の弥生土器2 (SX1)
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a前期の弥生土器3 (10． 11 : SB1, 1617: SK7, 20: SK19)
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b前期の弥生土器4 (SX2)
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前期の弥生土器5 （調査区内）
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a後期の弥生土器（79．80 :調査区内，その他はSB1)

12 14 スラグ

b土製勾玉(SB1) c 用途不明の鉄器・スラグ(SB1)
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a籾の圧痕が残る土器片(13: SB1, 78:調査区内）

82 83

b輸入陶磁器（調査区内）
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C 備前焼(SX3) d 「A区出土の甕」
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